癌研有明病院婦人科レジデント研修目標

GIO(総合目標)
性器の主要な悪性腫瘍ならびにその関連病変の診断と治療の原則を理解する。主要な悪性腫瘍の標準的治療と治療後の管理に必要な知識・技能・態度を身につけ、悪性腫瘍患者に対し全人的医療を実施する。
良性腫瘍

GIO（一般目標）
性器の主要な良性腫瘍の診断，治療の原則を理解し，性機能・生殖機能の観点に立って適切な診療を実施できる。また乳房疾患を広義の性腺の疾患として理解し，良性・悪性の鑑別診断を行うために必要な知識・技能を持つことができる。
SBO（行動目標）

1. 外陰ジストロフィーについて説明できる（知）
2. バルトリン腺嚢胞について説明できる（知）
3. 尿道カルンケルについて説明できる（知）
4. 腱疾患について説明できる（知）

5. 子宮筋腫について説明できる（知）
6. 子宮腺筋症について説明できる（知）
7. 子宮内膜増殖症について説明できる（知）
8. 子宮内膜ポリープについて説明できる（知）
9. 子宮頚管ポリープについて説明できる（知）

10. 卵巣良性腫瘍について説明できる（知）

11. 卵巣類腫瘍性疾患について説明できる（知）

12. 卵巣上体嚢胞について説明できる（知）

13. 子宮内膜症（内性、外性）について説明できる（知）

14. 乳腺症について説明できる（知）
15. 乳腺線維腺腫について説明できる（知）
16. 管内乳頭腫について説明できる（知）
17. 視診，触診，双合診が実施できる（知・技）

18. 超音波検査法を実施し、その結果を評価できる（知・技）

19. 子宮卵管造影法を実施し、その結果を評価できる（知・技）

20. 子宮腔部細胞診を実施し、その結果を評価できる（知・技）

21. 子宮内膜細胞診を実施し、その結果を評価できる（知・技）

22. コルポスコピーを実施し、その結果を評価できる（知・技）

23. 組織生検を実施し、その結果を評価できる（知・技）

24. 子宮鏡をできるだけ自ら経験し、その結果を評価できる（知・技）

25. 腹腔鏡をできるだけ自ら経験し、その結果を評価できる（知・技）

26. 手術摘出材料の取扱いを理解し，病理組織検査材料を提出することができる（知・技）

27. 薬物療法の適応と限界を知り、適正な治療を実施することができる（知・技）
悪性腫瘍

GIO(一般目標)
性器の主要な悪性腫瘍ならびにその関連病変の診断と治療に必要な検査を系統的に理解し，婦人科医自身が行うべき検査，特に早期診断法，癌検診法（乳癌検診を含む）を実施できる。。また主要な悪性腫瘍の標準的治療と治療後の管理に必要な知識・技能・態度を身につけることができる。
SBO(行動目標)

28. 疫学について説明できる（知）

29. 病理について説明できる（知）

30. 初期病変について説明できる（知）

31. 症状について説明できる（知）

32. 早期診断について説明できる（知）

33. 進行期分類（FIGO，TNMについて説明できる（知）

34. 予後因子について説明できる（知）

35. 治療方針決定と治療法について説明できる（知）

36. 治療後の管理・再発診断について説明できる（知）

37. 予後について説明できる（知）

38. 癌検診（頚癌，体癌，乳癌）について説明できる（知）
39. 外陰癌について説明できる（知）

40. ページェット病について説明できる（知）
41. ヒトパピローマウイルス関連病変について説明できる（知）
42. 膣癌について説明できる（知）
43. 子宮頚部異形成について説明できる（知）
44. 子宮頚癌について説明できる（知）
45. 異型子宮内膜増殖症について説明できる（知）
46. 子宮体癌について説明できる（知）
47. 子宮肉腫について説明できる（知）
48. 絨毛性疾患について説明できる（知）
49. 卵巣悪性腫瘍について説明できる（知）
50. 卵管癌について説明できる（知）

51. 乳癌について説明できる（知）
52. 乳頭癌について説明できる（知）
53. 病理組織の採取を実施しその結果を評価することができる（知・技）
54. 細胞診を実施しその結果を評価することができる（知・技）
55. コルポスコピーを実施しその結果を評価することができる（知・技）
56. 超音波断層法を実施しその結果を評価することができる（知・技）
57. 腫瘍マーカーを実施しその結果を評価することができる（知・技）
58. 尿路造影を実施しその結果を評価することができる（知・技）

59. CTを実施しその結果を評価することができる（知・技）
60. MRIを実施しその結果を評価することができる（知・技）
61. 血管造影法を実施しその結果を評価することができる（知・技）

62. シンチグラムを実施しその結果を評価することができる（知・技）
63. 勝胱鏡を実施しその結果を評価することができる（知・技）
64. 直腸鏡を実施しその結果を評価することができる（知・技）

65. 手術の適応，薬剤の選択，標準的投与法，効果判定方法を理解し，副作用に対応できる（知、技）．
66. 絨毛性疾患，卵巣癌の治療の適応と限界を知り、適正な治療を実施することができる（知・技）
67. 頚癌，体癌の治療の適応と限界を知り、適正な治療を実施することができる（知・技）
68. 外陰癌，肉腫などの治療の適応と限界を知り、適正な治療を実施することができる（知・技）
69. 再発腫瘍に対する治療について説明できる（知）
70. 癌痔痛治療の実施でき，ターミナルケアの意義について説明できる（知・技）

71. 患者・家族に対するinformed consent（説明と同意）に留意し，患者のquality of life（QOL）を尊重して診療を行い，ターミナルケアをも含めて，暖かい心を持って全人的に対応できる（知・技・態）

病理
GIO（一般目標）
婦人性器の基本的な病理学的所見を理解し，適切な診断，治療方針の決定に供し得るために必要な知識・技能を獲得できる
SBO（行動目標）

72. 子宮内膜の周期的変化の病理組織学所見について説明できる（知）
73. 性器の炎症性疾患の病理組織学所見について説明できる（知）

74. ヒトパピローマウイルス関連病変，腹部びらん，頚部異形成,頚部上皮内癌（carcinoma in situ；CIS），微小浸潤癌，子宮頚癌の肉眼所見ならびに病理組織学所見について説明できる（知）
75. 子宮筋腫，子宮内膜症，子宮内膜増殖症，子宮体癌，子宮肉腫の肉眼所見ならびに病理組織学所見について説明できる（知）
76. 卵巣腫瘍，卵管腫瘍の肉眼所見ならびに病理組織学所見について説明できる（知）
77. 絨毛性疾患の肉眼所見ならびに病理組織学所見について説明できる（知）
78. 外陰ジストロフィー，ページェット病，外陰癌， 膣癌の肉眼所見ならびに病理組織学所見について説明できる（知）
79. 乳腺症，乳癌の肉眼所見ならびに病理組織学所見について説明できる（知）
80. 性器とくに子宮頚部ならびに子宮内膜の上皮細胞の基本的構造，悪性細胞の一般的な診断基準，判定分頬とその推定組織病変について説明できる（知）
81. 性器炎症性疾患の細胞診の意義を理解し、その結果に基づいて患者の取扱いについて指示することができる（知・技）
82. 内分泌細胞診の意義を理解し、その結果に基づいて患者の取扱いについて指示することができる（知・技）
83. 腹水細胞診，穿刺細胞診の意義を理解し、その結果に基づいて患者の取扱いについて指示することができる（知・技）
84. 子宮頚部狙い生検，頚管内膜掻爬を行うために必要な手技・措置を講じることができる（知・技）
85. 子宮体部内膜掻爬を行うために必要な手技・措置を講じることができる（知・技）
86. 手術摘出材料の観察と取扱いができる（知・技）
87. 主要病変の典型的な病理学的所見を理解できる（知・技）
88. 剖検を見学し、必要な手続きができる（知・技）

89. 細胞診検体の採取と取扱い，頚痛の典型的細胞診所見を説明できる（知・技）
90. 細胞診におけるその他の主要な悪性腫瘍の典型的所見を理解できるを説明できる（知・技）

婦人科手術
GIO（一般目標）
術前・術後の全身管理を適切に行えるようになるために，術前検査と術中・術後のリスクの可能性について理解し，適切な検査と処置を実施するのに必要な知識・技能・態度を獲得できる。手術の目的と適応，局所解剖を十分に理解し，手術に参加するのに必要な知識・技能・態度を獲得できる

SBO（行動目標）
91. 婦人科治療における手術の位置づけと意義を説明できる（知）
92. 術前検査の必要性を理解し，個々の患者のリスク（心・循環器系、呼吸器系、消化器系、代謝・内分泌系、妊婦および高齢婦人）について説明できる（知）

93. 術中のリスクを評価し，必要な治療・措置について述べることができる．
94. 手術の安全性およびリスクを評価し、必要な治療・措置について説明できる（知）
95. 手術時の不適当な消毒や機器，器具操作によるリスクについて説明できる（知）
96. 術中の操作，さらに術中・術後の合併症に関わるリスクについて説明できる（知）
97. 術後のリスクについて理解し，具体的に述べることができる．

98. 手術終了後の心・循環機能・呼吸機能・尿路機能のモニター，感染のチェックについて理解し、具体的に説明できる（知）
99. 術後感染，術後出血とショック，術後乏尿，ロ区吐，誤飲による窒息などの合併症について理解し、具体的に説明できる（知）
100. disseminated intravascular coagulation（DIC）などの重篤合併症について理解し、具体的に説明できる（知）
101. その他，術後数時間以内に発生しうる偶発合併症について理解し、具体的に説明できる（知）
102. 目的とする手術の術前・術中・術後に，手術の遂行の際生ずる個々のリスクに応じた対応をすることができる（知・技）
103. 手術の必要性，術式，麻酔法の選択ならびに術中・術後のリスクなどについて，患者・家族に対するinfomed consent（説明と同意）を得られるよう全人的に対応できる（知・技・態）
104. 手術が患者の生死に関わること，機能温存，改善に関わること，苦痛，愁訴，満足度に関わることなどについて，その目的を理解し，説明することができる（知）
105. 手術に関連した局所解剖を十分に理解し，説明できる（知）．
106. 主治医として以下の手術を執刀することができる．
107. 腹式単純子宮全摘出術を主治医として執刀することができる（知・技）
108. 腹式単純子宮全摘出術を主治医として執刀することができる（知・技）
109. 子宮筋腫核出術を主治医として執刀することができる（知・技）
110. 子宮腔部円錐切除術を主治医として執刀することができる（知・技）
111. 子宮頚管形成術を主治医として執刀することができる（知・技）
112. 頚管ポリープ切除術を主治医として執刀することができる（知・技）
113. 子宮脱手術を主治医として執刀することができる（知・技）
114. 付属器摘出術を主治医として執刀することができる（知・技）
115. 卵巣腫瘍核出術（切除術）を主治医として執刀することができる（知・技）
116. レーザー手術をできるだけ主治医として以下の手術を執刀することができる（知・技）
117. 腹腔鏡下手術をできるだけ主治医として以下の手術を執刀することができる（知・技）
118. 広汎性子宮全摘出術の手術の助手をつとめることができる（知・技）
119. 準広汎性（拡大単純）子宮全摘出術の手術の助手をつとめることができる（知・技）
120. 卵巣癌根治手術の手術の助手をつとめることができる（知・技）
121. セカンドルック手術（Secondlookoperation；SLO）の助手をつとめることができる（知・技）
122. 外陰切除術（単純外陰切除術，広汎外陰切除術）の手術の助手をつとめることができる（知・技）
123. 勝胱，尿管に関する手術の助手をつとめることができる（知・技）
124. 直腸，肛門に関する手術の助手をつとめることができる（知・技）

放射線療法
GIO（一般目標）
放射線療法を適切に行えるようになるために，放射線の種類と特性，種々の治療法の種類と特徴ならびに患者管理について理解し，適切に診療を実施するのに必要な知識・技能を獲得できる。

SBO（行動目標）
125. 電離放射線を分析し，その名称，記号を列記することができる（知）
126. 放射線の量とそれを表現する単位を列記することができる（知）
127. 正常組織，腫瘍組織の放射線感受性の差について記述することができる（知）

128. 婦人科腫瘍に対する放射線治療で用いられる放射線治療装置を挙げ，それらの特徴を説明できる（知）
129. 子宮頚痛，子宮体癌，卵巣癌，外陰癌，腔癌の定型的放射線治療について説明することができる（知）
130. 指導医のもとに，上記疾患の治療法の選択を行い，また外科的治療，放射線治療，化学療法の相互関係，集学的治療について説明することができる（知・技）
131. 子宮頚癌，子宮体癌の外照射法と腔内照射法の組み合わせについて説明することができる（知）
132. 子宮頚癌，子宮体癌，卵巣癌，外陰癌，腱痛の放射線治療の適応について理解し，説明することができる（知）
133. 子宮頚痛の放射線治療による5年生存率を進行期別に説明できる（知）
134. 照射野，腫癌を観察し，その変化を評価することができる（知・技）
135. 放射線による早期障害について説明し，診断，治療を実施することができる（知・技・態）

136. 腔内照射を行う患者に治療内容を説明することができる（知、技、態）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

137. 腔内照射の患者について，照射前後の局所の処置を行うことができる（知、技、態）
138. 放射線診療従事者の線量当量限度を説明できる（知）
139. 管理区域内での行動ができる（知・技）

140. 個人被曝線量計の装着の意義を理解し、実施できる（知・技）
141. 密封小線源の取扱い上の注意を説明できる（知）
